
今

号

の

法

語

■
夏
休
み
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
で
今
年
も
素
麺
流
し
■

関
連
行
事
に
は

毎
月
第
三
土
曜
日
午
前
九
時
よ
り
開
催
し
て
い
ま

カ
レ
ン
ダ
ー
に
◎
印
を
！

す
土
曜
学
校
。
夏
休
み
は
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
、

平
成
二
十
七
年
度
九
月
～
十
二
月
ま
で
の
光
山
寺
行
事
予
定

保
護
者
や
仏
教
壮
年
会
・
仏
教
婦
人
会
な
ど
世
代

一
覧
で
す
。
万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

を
超
え
た
行
事
「
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
」
と
し
て
開
催

★
光
山
寺
法
要
関
連

第

代
専
如
ご
門
主
は
平
成

・

年
に
わ
た
っ
て
、
十
期

し
、
お
寺
に
足
が
向
く
よ
う
に
と
気
運
を
高
め
て

九
月
二
四
・
二
五
日
（
木
・
金
曜
）

25

28

29

八
十
日
八
十
座
（
一
日
一
座
）
の
伝
灯
奉
告
法
要
を
修
行
さ
れ

い
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
年
よ
り
夏
休
み
子
ど
も
早

秋
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
上
原
泰
教
師
）

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
伝
灯
奉
告
法
要
は
、
ご
門
主
が

起
き
朝
食
会
を
拡
大
し
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
本

十
一
月
二
八
・
二
九
・
三
〇
日
（
土
・
日
・
月
曜
）

法
統
を
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
仏
祖
の
御
前
に
奉
告
す
る
と
と
も

年
度
は
子
ど
も
達
の
都
合
に
よ
り
、
初
め
て
正
午
よ
り

報
恩
講
法
要

（
講
師
、
森

芳
麿
師
）

に
、
お
念
仏
の
み
教
え
が
広
く
伝
わ
る
こ
と
を
期
す
る
も
の
で

昼
食
会
と
い
う
か
た
ち
で
開
催
し
ま
し
た
。
お
昼
の
開

★
山
口
教
区
・
萩
組
関
連

す
。
萩
組
で
は
、
ご
本
山
で
の
法
要
予
定
期
間
の
う
ち
で
、
平

催
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
多
く
の
父
兄
の
方
々
も
参
加
さ
れ
、
約
七
十
名
と
盛
大
な
素
麺

九
月
二
九
日
（
火
曜
）

連
研
（
清
光
寺
）

成
二
十
九
年
三
月
二
十
八
日
（
火
曜
）
又
は
四
月
四
日
（
火
曜
）
流
し
と
な
り
ま
し
た
。
企
画
に
際
し
て
は
、
総
代
会
・
仏
教
壮
年
会
・
仏
教
婦
人
会
の
皆
様

十
一
月
十
二
日
（
木
曜
）

連
研
（
端
坊
）

の
ど
ち
ら
か
に
団
体
参
拝
予
定
で
、
日
程
は
本
年
末
に
は
ご
本

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
竹
の
切
り
出
し
な
ど
、
猛
暑
の
中
を
仏
教
壮
年
会

十
一
月
二
五
日
（
水
曜
）

山
口
別
院
に
て
帰
敬
式
執
行

山
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
日
程
に
な
っ
た
場
合
も
日
帰

有
志
の
皆
様
に
は
誠
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
、
婦
人
会
の
皆
様
に
は
素
麺
を
は
じ

十
一
月
二
六
～
二
八
日
（
木
～
土
曜
）
山
口
別
院
報
恩
講
法
要
（
山
口
別
院
）

り
コ
ー
ス
と
一
泊
二
日
コ
ー
ス
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

め
、
昨
年
よ
り
一
層
豪
華
な
美
味
し
い
食
事
を
準
備
い
た
だ
き
、
大
変
に
有
り
難
う
ご
ざ

※
二
六
日
の
萩
組
参
拝
者
募
集
中

今
回
は
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
と
違
い
、
法
要
日
程

い
ま
し
た
。

尚
、
萩
組
夏
休
み
子
ど
も
一
泊
合
宿
が
七
月
二
十
五
・
二
十
六
日
に
萩
幼

十
二
月
二
六
日
（
土
曜
）
午
後
五
時

萩
組
教
化
組
織
懇
談
会
（
萩
本
陣
）

が
少
な
い
関
係
で
、
募
集
人
数
が
制
限
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い

稚
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
光
山
寺
よ
り
十
三
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

★
子
ど
も
会
（
土
曜
学
校
）
関
連

午
前
九
時
（
本
堂
）

の
で
、
参
拝
予
定
の
方
は
早
め
に
日
程
を
予
定
さ
れ
た
い
。

■
仏
教
壮
年
会
会
長
に
な
り
ま
し
た
■

十
月
十
八
日
（
日
曜
）

十
一
月

七
日
（
土
曜
）

本
年
度
の
仏
教
壮
年
会
の
総
会
に
お
い
て
仏
教
壮

十
二
月
二
十
日
（
日
曜
）

一
月

未
定
日
※
子
ど
も
報
恩
講

年
会
の
新
会
長
に
来
嶋
健
治
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し

★
仏
教
青
年
会
関
連

午
後
三
時
（
庫
裏
）

光
山
寺
仏
教
婦
人
会
会
長
、
河
村
一
江
さ
ん
よ
り
、
去
る
六
月
二

た
。
今
般
、
就
任
に
際
し
て
の
お
言
葉
を
頂
戴
し

十
二
月
三
十
一
日
（
木
曜
）
※
除
夜
会

十
七
日
（
土
曜
）
・
二
十
八
日
（
日
曜
）
に
開
催
さ
れ
た
光
山
寺
仏
教

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

★
仏
教
壮
年
会
関
連

婦
人
会
法
座
に
お
け
る
バ
ザ
ー
（
十
七
回
目
）
の
報
告
を
頂
き
ま
し

「
平
素
は
光
山
寺
仏
教
壮
年
会
の
活
動
に
ご
理

十
月
十
八
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

光
山
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

た
。

「
今
年
は
仏
婦
発
足
三
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

十
一
月
二
九
日
（
日
曜
）
午
後
七
時

報
恩
講
夜
座
（
本
堂
）

こ
れ
も
偏
に
ご
住
職
様
・
坊
守
様
の
暖
か
い
お
導
き
の
賜
だ
と
心
よ

さ
て
、
こ
の
た
び
第
十
九
回
の
仏
教
壮
年
会
総

十
二
月
十
九
日
（
土
曜
）
午
後
六
時

光
山
寺
仏
壮
研
修
会
・
忘
年
会

り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
先
輩
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
こ
こ
ま
で

会
に
よ
り
前
会
長
の
西
島
さ
ま
の
後
任
と
し
て
仏
壮
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

★
仏
教
婦
人
会
関
連

こ
れ
た
事
を
本
当
に
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
て
、
バ
ザ
ー
の
時
期
に

し
た
。
私
に
と
っ
て
は
大
役
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
甚
だ
未
熟
者
で
は
ご
ざ

九
月
二
二
日
（
火
曜
）
午
前
八
時
半

秋
季
永
代
経
の
清
掃
・
莊
厳

な
り
ま
す
と
、
品
物
は
出
る
だ
ろ
う
か
と
い
つ
も
心
配
致
し
ま
す
。

い
ま
す
が
、
選
任
さ
れ
ま
し
た
う
え
は
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご

十
月
二
七
日
（
火
曜
）
仏
教
婦
人
会
研
修
旅
行

柳
井
市
妙
円
寺
訪
問

今
年
は
最
初
は
全
く
品
物
が
出
な
く
て
本
当
に
心
配
し
ま
し
た
が
、

ざ
い
ま
す
。
光
山
寺
仏
教
壮
年
会
は
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
浄
土

十
一
月
二
六
日
（
木
曜
）
午
前
八
時
半

報
恩
講
の
清
掃
・
莊
厳

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
沢
山
の
手
作
り
の
作
品
、
ケ
ー
キ
・
パ
ン
・

真
宗
の
み
教
え
を
聞
法
す
る
壮
年
男
性
の
会
と
し
て
一
九
九
七
（
平
成
九
）

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

橙
菓
子
・
野
菜
な
ど
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
お
陰
で
今
年

年
四
月
に
組
織
さ
れ
、
数
々
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
主
な
活

十
月
十
九
日
（
月
曜
）
※
本
年
最
後

も
無
事
に
バ
ザ
ー
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
り
難

動
と
し
て
は
、
文
化
部
で
は
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
習
得
の
研
修
会
や
雅
楽
の

★
礼
讃
の
夕
べ
（
旧
、
正
信
偈
唱
和
会
）

午
後
八
時
（
本
堂
）

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
は
十
五
万
一
六
五
八
円
の
収
益
を
あ
げ
る

会
に
よ
る
演
奏
活
動
や
除
夜
会
で
の
富
く
じ
開
催
、
体
育
部
で
は
ソ
フ
ト
ボ

九
月
十
二
日
（
土
曜
）

十
月

十
日
（
土
曜
）
※
本
年
最
後

事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
中
よ
り
五
万
円
と
募
金
箱
募
金
二
八
三
七

ー
ル
大
会
や
法
要
前
の
清
掃
・
準
備
、
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
へ
の
手
伝
い
等
へ
の

★
雅
楽
練
習
会

午
後
七
時
半
（
庫
裡
）

円
を
ネ
パ
ー
ル
地
震
支
援
金
と
し
て
振
り
込
ま
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

参
画
、
萩
組
や
山
口
教
区
で
の
研
修
会
、
総
会
等
の
行
事
へ
の
参
加
を
会
員

九
月

六
日
（
日
曜
）

十
月
十
八
日
（
日
曜
）

し
た
。
ま
た
、
残
金
は
三
十
周
年
記
念
の
品
物
や
皆
様
の
研
修
費
な

の
ご
協
力
を
得
て
盛
大
に
行
っ
て
い
ま
す
。
私
と
し
て
も
こ
れ
ま
で
同
様
に

★
仏
教
讃
歌
コ
ー
ラ
ス
練
習
会

毎
月
第
三
木
曜
日
（
本
堂
）

ど
に
有
効
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
こ
の
活
動
を
続
け
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い

十
月
十
五
日
（
木
曜
）

午
後
八
時

に
、
皆
様
と
の
和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
も
盛
会
裏
に
終
わ
っ
た
事
を
、

ま
す
。
何
と
ぞ
前
任
者
同
様
に
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

大
変
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

※
雅
楽
・
コ
ー
ラ
ス
は
新
規
参
加
者
募
集
中
。
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
十
分
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幼
児
規
格
無
し

小
学
生

縦
書

字
詰
原
稿
用
紙
３
枚
以
内

■
募
金
箱
報
告
■

B4

400

■
今
年
も
別
院
に
て
帰
敬
式
■

中
学
生

縦
書

字
詰
原
稿
用
紙
４
枚
以
内

Ｗ
Ｗ
Ｆ
Ｊ
（
世
界
自
然
保
護
基
金
日
本
委
員
会
）
の
募
金
箱
（
焼
香
机

B4

400

山
口
別
院
の
報
恩
講
に
合
わ
せ
て
今
年
も
帰
敬
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
帰
敬
式
は
、

※
原
稿
用
紙
の
１
行
目
に
「
題
」
、
２
行
目
に
「
単
位
名
（
団
体
名
）
」
お
よ
び

よ
こ
）
に
集
ま
っ
た
募
金
五
千
七
百
九
円
を
七
月
七
日
送
金
い
た
し
ま
し

阿
弥
陀
さ
ま
・
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
前
で
浄
土
真
宗
の
門
徒
と
し
て
の
自
覚
を
あ
ら
た
に

「
学
年
」、
３
行
目
に
「
氏
名
・
ふ
り
が
な
」
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

た
。
沢
山
の
募
金
大
変
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ｗ
Ｗ
Ｆ
Ｊ
は
、
東

し
、
今
後
力
強
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
誓
う
生
涯
た
だ
一
度
の
大
切
な
儀
式
で
、
「
お
か
み

［
絵
画
］

日
本
大
震
災
前
よ
り
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
を
変
え
る
た
め
に
、
環

そ
り
」
と
も
い
い
ま
す
。
式
は
原
則
と
し
て
ご
本
山
で
ご
門
主
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
、

課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
自
由
に
描
い
て
く
だ
さ
い
。
（ﾎ

ﾟ
ｽ
ﾀ
ｰ

・ｲ
ﾗ
ｽ
ﾄ

・

境
保
全
の
視
点
を
政
策
に
、
現
実
的
・
具
体
的
な
道
を
描
く
、
政
府
案
に

三
帰
依
文
を
唱
え
て
、
お
か
み
そ
り
を
受
け
、
法
名
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
本
願
寺
以

版
画
も
可
）
。
四
切
（

×

）
以
内
（
全
学
年
共
通
）
。
名
札
を
作
品

対
す
る
代
替
案
を
出
す
、
温
室
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
求
め
る
、
既
成
概
念

38
cm

54
cm

外
で
も
帰
敬
式
執
行
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
受
式
者
全
員
、

下
部
中
央
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

を
変
え
て
い
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
を
高
め
る
な
ど
の
活
動
を
積
極

椅
子
で
帰
敬
式
を
受
式
で
き
る
の
で
、
こ
の
ご
縁
に
是
非
受

［
書
］

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

式
く
だ
さ
い
。
日
時
は
十
一
月
二
十
五
日
（
水
曜
日
）
午
後

幼
児
＝
自
由
に
書
い
て
く
だ
さ
い
（
一
字
で
も
可
）。

■
仏
教
豆
辞
典
■

（
『
仏
教
用
語
豆
辞
典
一
〇
〇
』
本
願
寺
出
版
部
よ
り
）

一
時
よ
り
受
付
。
午
後
二
時
執
行
。
冥
加
金
は
成
人
一
万
円

小
学
１
年
生
＝
「
み
だ
」

小
学
２
年
生
＝
「
す
く
い
」

【
接

待
】
せ
っ
た
い

・
未
成
年
五
千
円
を
当
日
持
参
く
だ
さ
い
。
申
込
み
方
法
は
、

小
学
３
年
生
＝
「
い
の
ち
」

小
学
４
年
生
＝
「
ひ
か
り
」

「
お
客
様
を
接
待
し
ま
す
」
と
か
、
「
接
待
係
」
「
接
待
所
」
な
ど
、
接
待
と

お
寺
ま
で
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
を
必
ず
十
月
十
五
日
ま

小
学
５
年
生
＝
「
ふ
か
い
信
」

小
学
６
年
生
＝
「
浄
土
真
宗
」

は
、
お
客
を
厚
く
も
て
な
す
こ
と
を
意
味
す
る
日
常
語
と
し
て
一
般
に
よ
く
知

で
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
度
の
帰
敬
式
で
は

中
学
生
＝
「
不
可
思
議
光
」

ら
れ
て
い
ま
す
。
仏
教
で
は
、
「
接
待
」
と
か
「
摂
待
」
と
書
い
て
「
シ
ョ
ウ
タ

法
名
の
内
願
（
本
人
が
ご
希
望
の
法
名
を
付
け
る
事
）
が
、

※
学
年
・
氏
名
は
、
自
筆
で
左
側
に
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
低
学
年
の
場
合
は
姓
ま
た
は

イ
」
と
か
「
セ
ッ
タ
イ
」
と
読
み
、
一
種
の
施
し
を
意
味
す
る
仏
教
語
で
す
。

九
月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
尚
、
ご
本
山
で
の
帰

名
前
だ
け
で
も
よ
い
。
園
児
・
小
学
生

半
紙
（
タ
テ

×

ヨ
コ

に
限
る
）
書

道
の
そ
ば
や
、
家
の
前
に
、
清
水
や
湯
茶
を
出
し
て
置
き
、
そ
こ
を
通
行
す
る

33
cm

24
cm

教
式
は
従
来
ど
う
り
に
毎
日
２
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。（
一
月

体
は
楷
書
。
中
学
生
、
画
仙
紙
半
切
四
分
の
一
の
大
き
さ
（
タ
テ

×

ヨ
コ

）

行
脚
僧
や
旅
僧
、
旅
人
に
飲
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
、
摂
待
と
か
門
茶
と
い
い
ま

68
cm

17.5
cm

一
日
・
一
月
十
六
日
の
晨
朝
後
、
一
月
八
日
・
十
二
月
二
十

書
体
は
楷
書
も
し
く
は
行
書
。
名
札
を
作
品
下
部
中
央
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

し
た
。
接
待
茶
と
か
、
ふ
る
ま
い
酒
と
い
う
の
も
、
そ
こ
か
ら
出
た
言
葉
で
す
。

日
終
日
を
除
く
）

表
彰

（
１
）
小
・
中
学
生
の
各
部
門
入
賞
作
品
を
表
彰
い
た
し
ま
す
。

だ
か
ら
接
待
と
は
、
飲
食
物
を
施
し
て
も
て
な
す
こ
と
な
の
で
す
。

■
報
恩
講
夜
の
座
■

「
特
選
」
各
部
門
各
学
年
一
名

「
入
選
」
各
学
年
三
名
以
内

【
刹

那
】
せ
つ
な

光
山
寺
の
報
恩
講
日
程
は
毎
年
十
一
月
の
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十
日
の
三
日
間
の
固

「
佳
作
」

各
学
年
若
干
名

刹
那
主
義
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
過
去
や
未
来
の
こ

定
で
、
朝
・
昼
の
合
計
六
座
の
法
座
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。
日
程
の
関
係
上
、
仕
事
な
ど

（
２
）
幼
児
の
各
部
門
入
賞
作
品
を
表
彰
い
た
し
ま
す
。

と
を
考
え
ず
、
た
だ
現
在
の
瞬
間
だ
け
を
楽
し
む
と
い
う
、
享
楽
的
な
生
き
方

で
聴
聞
が
で
き
に
く
い
方
々
の
た
め
に
、
ご
講
師
の
宿
泊
さ
れ
る
場
合
に
限
っ
て
二
十
九

「
は
と
賞
」

各
部
門
若
干
名

の
こ
と
の
よ
う
で
し
た
。「
君
の
考
え
方
は
刹
那
的
だ
よ
」
な
ど
と
い
え
ま
す
。

日
に
は
夜
の
座
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
報
恩
講
で
は
こ
の
夜
の
座
が
十
一
月
二
十

（
３
）
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り
ま
す
。

刹
那
は
イ
ン
ド
の
語
「
ク
シ
ャ
ナ
」
の
音
訳
で
、
時
間
の
単
位
の
一
つ
で
す
。

九
日
午
後
七
時
よ
り
開
か
れ
ま
す
。
ご
講
師
の
先
生
は
、
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い
お

出
品
方
法

十
月
二
五
日
ま
で
に
光
山
寺
迄
お
届
け
く
だ
さ
い
。
作
品
は
返

経
典
に
出
て
く
る
時
間
の
単
位
を
現
在
の
時
間
に
直
す
と
、
一
昼
夜
（

時
間
）

24

話
を
し
て
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
夜
の
座
に
は
雅
楽
演
奏
も
加
わ
る

却
い
た
し
ま
せ
ん
。

一
須
臾
（

分
）
一
蝋
縛
（1

分

秒
）
一
刹
那
（

分
の
１
秒
）
な
ど
と
な
る

48

36

75

予
定
で
す
。
尚
、
夜
の
座
が
開
か
れ
る
関
係
か
ら
三
十
日
は
午
前
中
に
て
満
座
終
了
と
な

※
山
口
別
院
作
品
展
に
つ
い
て
は
別
紙
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
う
で
す
。
他
に
も
説
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
刹
那
と
は
、

り
ま
す
。
ま
た
、
夜
の
座
が
仏
教
壮
年
会
の
研
修
を
か
ね
て
い
る
の
で
壮
年
の
方
々
は
万

■
光
山
寺
仏
教
讃
歌
コ
ー
ラ
ス
参
加
者
募
集
■

非
常
に
短
い
時
間
、
瞬
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

障
繰
り
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

光
山
寺
仏
教
讃
歌
コ
ー
ラ
ス
は
、
平
成
三
年
四

【
高

座
】
こ
う
ざ

■
冬
の
児
童
作
品
募
集
■

月
に
結
成
以
来
二
十
五
年
間
、
仏
教
讃
歌
を
通
し

寄
席
で
は
、
演
芸
を
演
じ
る
場
所
を
高
座
と
い
い
ま
す
。
劇
場
の
舞
台
に
匹

本
願
寺
で
は
毎
年
一
月
九
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
間
、
親
鸞
さ
ま
の
お
徳
を
た
た
え
る

て
お
み
の
り
に
遇
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
「
お
言

敵
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
で
落
語
や
講
談
、
浪
花
節
な
ど
演
じ
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
ご
苦
労
を
偲
ば
せ
て
い
た
だ
く
「
御
正
忌
報
恩
講
法
要
」
が
勤
ま
り
ま
す
。

葉
の
美
し
さ
、
こ
こ
ろ
の
ハ
ー
モ
ニ
を
醸
し
出
す
」

こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
寺
院
で
法
要
の
時
、
導
師
の
す
わ
る
仏
前
の
一

例
年
、
こ
の
法
要
期
間
中
に
「
全
国
児
童
生
徒
作
品
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
私
た
ち

こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
者

段
高
い
座
を
登
高
座
と
い
い
、
説
教
の
と
き
に
講
師
の
す
わ
る
高
い
座
を
高
座

一
人
ひ
と
り
が
仏
さ
ま
の
み
教
え
の
中
で
育
て
ら
れ
、
生
か
さ
れ
て
い
る
喜
び
を
、
作
品

も
次
第
に
増
え
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

と
い
い
ま
す
。
高
座
は
、
お
釈
迦
さ
ま
が
悟
り
を
開
か
れ
た
金
剛
宝
座
か
ら
始

に
表
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
お
友
達
を
さ
そ
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
得
意
な
部
門

す
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま

ま
り
、
そ
の
後
、
説
教
者
や
導
師
の
す
わ
る
高
座
と
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

に
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

せ
ん
か
。

も
と
も
と
、
落
語
や
講
談
、
浪
花
節
な
ど
の
大
衆
話
芸
は
、
仏
教
と
深
い
か
か

［
作
文
・
詩
］

①
練
習
は
毎
月
一
回
で
、
発
表
は
婦
人
会
法
座

わ
り
が
あ
り
、
仏
教
の
説
教
を
母
体
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

テ
ー
マ

今
年
は
、
戦
後

年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。
今
な
お
戦
争
や
地
震
、
災
害
な

な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

戦
後
、
寺
院
の
布
教
は
、
説
教
か
ら
講
演
式
に
変
わ
り
、
演
台
の
前
で
立
っ
て

70

ど
で
多
く
の
人
が
苦
し
ん
で
い
る
現
実
を
受
け
と
め
、
こ
の
節
目
の
年
に
今
の
自
分
の
生

②
一
昨
年
は
萩
組
の
コ
ー
ラ
ス
に
も
加
わ
っ
て
、
萩
組
お
待
ち
受
け
法
要

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
説
教
者
の
座
る
高
座
は
、
本
堂
か
ら
姿

き
方
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
小
学
校
低
学
年
の
方

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

を
消
し
た
所
が
多
い
よ
う
で
、
も
っ
ぱ
ら
、
寄
席
に
そ
の
名
を
残
し
て
い
る
よ

は
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
指
導
し
て
く
だ
さ
る
方
は
、
萩
市
三
見
明
石
の
山
中
先
生
で
す
。

う
で
す
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
十
分

（第 56 号） 光山寺新聞 ２０１５年（平成２７年）9 月 1日（火曜日）


